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津山市域における秋の放射霧 

 

＊古園 勝啓（津山市） 

 

１１１１．．．．はじめにはじめにはじめにはじめに    

    津山盆地は、秋を中心に朝放射霧が発生し、

特に周辺部を中心に視界が 100m を下回ること

もある。局地的に発生することもあり、交通機

関に影響を及ぼすことが多い。ところで津山の

霧を考察するにあたっては、一般的に入手でき

る旧測候所（現特別地域気象観測所）の観測デ

ータのみでは、総括的に把握することは困難と

考えられる。 

そこで朝の通勤による移動の際に数人での

目視観察を行い、霧の目視データ採取を試みた。

さらに旧測候所のデータを用いて津山の放射

霧のアウトラインを探ることにした。 

    

２２２２．．．．観察観察観察観察内容内容内容内容    

 ５名の津山市職員により、通勤途中での目視

による観察をおこなった。事前に観察員は,筆

者と同時に霧を見たり、地図を見たりすること

で距離感を養っている。また脇見運転をしない

ように前方だけの観察でいいことを確認した。 

霧の出た朝には、各観察員の通勤時の視界状

況について、現れ始めた場所・なくなった場

所・どの地点でどのくらいの視程かなどといっ

た点について聞き取りをおこなった。観察時間

は７時 40 分から８時 20 分の 40 分間にほぼ収

まり、同時データとして扱うものとする。また、

筆者が自宅において、7:00・7:30・8:00 での北

方向の視程を記録している。 

なおデータ採取日について、2001 年 10 月か

ら 12 月までの間で、何れかの観察員が霧を確

認した日とする。 

 

３３３３．．．．データデータデータデータ処理方法処理方法処理方法処理方法    

目視観察について、通勤路線上に概ね 500ｍ

から１kmの間隔でポイントを設定し、それぞれ

の視程を記録する。さらに１kmの視程を濃度１

とし、下記の式①により各ポイントの濃度を求

める。 

濃度＝１／視程（km）・・・① 

（濃度は視程（単位 km）の逆数） 

 

図図図図１１１１    観察観察観察観察経路経路経路経路とととと数値化数値化数値化数値化ポイントポイントポイントポイント    

★★★★データデータデータデータ①①①①地域別濃度地域別濃度地域別濃度地域別濃度    

 津山市域においてどの方面で霧が濃いかを

表す。ポイントを北東部・北西部・南西部・南

東部・中心部に分ける。中心部のポイントにつ

いては、周囲が全く緑地若しくは水面に面して

いないポイントとする。北東部・北西部につい

ては、概ね海抜高度 120m から丘陵帯となって

いることから、この高度で平野部と丘陵部に分

けることにする。以下の７つのエリアに分けら

れ、日毎に平均濃度を求める。 

北東丘陵部(NEh)北東平野部(NEp) 

北西丘陵部(NWh)北西平野部(NWp) 

南西平野部(SWp)南東平野部(SEp)中心部(C) 

表表表表１１１１    エリアエリアエリアエリア    

 なおデータ①地域別濃度について、運転時の

目視観察データであることから、ある程度の誤

差を考慮する必要がある。そこで、濃いエリア

と薄いエリアの比が1.5倍以上ある場合につい



てのみ、濃いエリア・薄いエリアの判定を行う。 

★★★★データデータデータデータ②②②②最深濃度最深濃度最深濃度最深濃度    

 全観察地点の中で最も濃い地点での濃度を

３段階で表す。 

濃い(視程200m未満)並(200m以上500m未満)

薄い(500m 以上） 

表表表表２２２２    霧霧霧霧のののの濃度濃度濃度濃度のののの段階段階段階段階    

★★★★データデータデータデータ③③③③消長消長消長消長    

林田の自宅において８時の時点で霧が発

達・安定・衰弱のいずれの局面にあるかを表す。

基本的には 7:30 から 8:00 の傾向を捉える。詳

細は表①の基準で評価する。 

7:00～7:30 7:30～8:00 評価 

濃度増 濃度増 発達 

濃度増 増減なし 安定 

濃度増 濃度減 衰弱 

増減なし 濃度増 発達 

増減なし 増減なし 安定 

増減なし 濃度減 衰弱 

濃度減 濃度増 不規則 

濃度減 増減なし 安定 

濃度減 濃度減 衰弱 

表表表表３３３３    消長消長消長消長のののの評価基準評価基準評価基準評価基準    

    

４４４４．．．．集計集計集計集計・・・・分析分析分析分析    

4.14.14.14.1    日数日数日数日数のののの集計集計集計集計    

2001 年 10 月から 12 月について、全日数 92

日、そのうち日の出前後に霧を確認した日は 40

日あった。その割合は 43.5％である。 

 日数 

全日数 92 日 

内霧を確認した日 40 日 

 内林田で霧を確認した日 37 日 

全員揃った日 39 日 

内霧を確認した日 14 日 

表表表表４４４４    観察観察観察観察日数日数日数日数などなどなどなどのののの集計集計集計集計    

4.24.24.24.2    気温気温気温気温・・・・湿度湿度湿度湿度のののの分析分析分析分析    

 観察期間を通して、３時間毎の気温、湿度の

平均を求めて分析をする。 
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図図図図２２２２    気温気温気温気温のののの平均時間経過平均時間経過平均時間経過平均時間経過（（（（全日及全日及全日及全日及びびびび林田林田林田林田でででで霧霧霧霧

をををを確認確認確認確認したしたしたした日日日日についてのについてのについてのについての時間平均時間平均時間平均時間平均））））    

 昼と夜の気温差について、明確な差は認めら

れない。（全般に霧の日の方が高いのは、気温

が低くなった 12 月において霧の日が少なかっ

たためである。） 
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図図図図３３３３    相対湿度相対湿度相対湿度相対湿度のののの平均時間経過平均時間経過平均時間経過平均時間経過（（（（全日全日全日全日及及及及びびびび林田林田林田林田

でででで霧霧霧霧をををを確認確認確認確認したしたしたした日日日日についてのについてのについてのについての時間平均時間平均時間平均時間平均））））    

 両者とも、夜間に相対湿度が高くなる傾向が

ある。霧を確認した日は、15:00･18:00 以外は

いずれも全日より相対湿度が高くなり、日の出

前後に最も差が大きくなっている。朝に霧が発

生して湿度が高くなる可能性が考えられる。 
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図図図図４４４４    水蒸気密度水蒸気密度水蒸気密度水蒸気密度((((絶対湿度絶対湿度絶対湿度絶対湿度))))のののの平均時間経過平均時間経過平均時間経過平均時間経過

((((全日全日全日全日及及及及びびびび林田林田林田林田でででで霧霧霧霧をををを確認確認確認確認したしたしたした日日日日についてのについてのについてのについての時時時時

間平均間平均間平均間平均）））） 



 全日の水蒸気密度はそれほど日変化がない。

霧を確認した日については、夜間から午前９時

にかけて高くなる傾向がある。ただ、霧が最も

発達しているとみられる日の出前後ではやや

低くなっている。 
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図図図図５５５５    霧霧霧霧のののの日日日日におけるにおけるにおけるにおける気温気温気温気温とととと水蒸気密度水蒸気密度水蒸気密度水蒸気密度のののの相関相関相関相関    

（（（（霧霧霧霧のののの日日日日ののののグラフグラフグラフグラフがががが飽和曲線飽和曲線飽和曲線飽和曲線をををを超超超超えているのはえているのはえているのはえているのは、、、、広範囲広範囲広範囲広範囲でのでのでのでの

平均値平均値平均値平均値をををを出出出出しているためであるしているためであるしているためであるしているためである））））    

 夜にかけて、冷却と同時に水蒸気密度が増え

ている。飽和状態に近づくと、飽和曲線に沿っ

て緩やかに冷却し、やや水蒸気密度が減ってい

る。朝になると元の過程をたどって昇温する。 

4.34.34.34.3    観察観察観察観察データデータデータデータのののの集計集計集計集計・・・・分析分析分析分析    

 霧の確認があった日について、別表①のよう

にまとめた。表から分かることを項目に分けて

下記に記す。 

★★★★①①①①最大濃度最大濃度最大濃度最大濃度    

 10 月はどの地点でも濃い霧を確認していな

い。11月に入ってから濃い霧が発生するように

なっている。11月下旬から濃い霧の発生割合が

高くなっている。 

★★★★②②②②消長消長消長消長    

 11 月上旬までは衰弱局面が多かったが、11

月下旬から安定局面が多くなっている。発達局

面はこの期間を通してなかったが、1 月には確

認している。 

★★★★③③③③平均濃度平均濃度平均濃度平均濃度    

 平均濃度は、津山市域全般における大まかな

霧の発達度合、霧の規模と考えることができる。

（局地的に濃い霧が発生しても、平均濃度は高

くならない。） 

期間の後になるほど発達した霧、大規模な霧

が発生していると考えられる。 

★★★★④④④④地域別分布地域別分布地域別分布地域別分布    

 ①中心部は濃いエリアとならない。②期間の

後になるほど平野部で濃い霧が発生するよう

になる。 

 

５５５５．．．．課題課題課題課題    

(1)地上天気図との関係 

(2)地域的に偏りがある霧をどう解釈するか 

(3)霧発生時の、夜間の水蒸気量の増加及び午

前中の水蒸気量の減少は何に起因しているか 
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別表別表別表別表①①①①    筆者及筆者及筆者及筆者及びびびび観察観察観察観察グループグループグループグループがががが霧霧霧霧をををを確認確認確認確認したしたしたした日日日日についてのについてのについてのについての目視記録目視記録目視記録目視記録

地域別 

月 日 
北東 

丘陵部 

148m 

北東 

平野部 

104m 

北西 

丘陵部 

163m 

北西 

平野部 

118m 

南西 

平野部 

106m 

南東 

平野部 

93m 

中心部 

 

96m 

平
均
濃
度 

特徴 

最
大
濃
度 

消長 

10 月 3 日 2.32.32.32.3    0.5 0.5 0.5 0.5 (0.5) 0.5 0.8 北東丘陵部濃い ○ 安定 

10 月 4 日 0.5 0.5 1.01.01.01.0    0.5 0.5 (1.0) 0.5 0.6  ○ 衰弱 

10 月 9 日 1.11.11.11.1    0.5 0.2 0.5    0.5 (0.5) 0.5 0.6 北東丘陵部濃い × 安定 

10月11日              衰弱 

10月12日 1.91.91.91.9    0.5 0.2 0.5 0.5 (0.5) 0.5 0.8 北東丘陵部濃い ○ 安定 

10月14日              衰弱 

10月15日 3.53.53.53.5    1.5 0.2 0.5 0.7 (2.7) 1.3 1.5  ○ 衰弱 

10月19日 0.2 0.2 0.2 0.3 0.2 (2.0) 0.2 0.2   衰弱 

10月20日           安定 

10月23日 0.5 0.5 0.2 0.5 0.5 (0.9) 0.5 0.4  × 衰弱 

10月24日 2.2 2.3 2.0 2.9 2.0 (2.0) 1.0 1.9  ○ 衰弱 

10月25日 0.5 0.5 0.2 0.5 0.5 (1.0) 0.5 0.4   安定 

10月26日 3.1 3.33.33.33.3    2.0 2.9 1.0 - 1.0 2.2 北部濃い ○ 安定 

10月27日                 衰弱 

10月30日 2.72.72.72.7    1.3 0.5 2.92.92.92.9    0.5 0.5 0.5 1.2 北部濃い ○ 安定 

10月31日 2.4 1.5 3.53.53.53.5    4.04.04.04.0    2.0 1.4 0.8 1.9 北西部濃い ○ 衰弱 

11 月 1 日 1.9 1.0 3.83.83.83.8    3.33.33.33.3    0.5 0.5 0.5 1.5 北西部濃い・低地薄い ○ 衰弱 

11 月 2 日 1.6 2.7 5.15.15.15.1    4.04.04.04.0    2.0 0.5 1.1 2.4 北西部濃い ● 衰弱 

11 月 5 日 1.21.21.21.2    1.21.21.21.2    - - 0.5 0.5 0.5 0.8 低地部薄い × 不規則 

11 月 8 日 2.4 3.6 6.26.26.26.2    5.65.65.65.6    3.3 1.1 1.8 3.4 低地部薄い ● 安定 

11月11日                 衰弱 

11月14日 0.7 0.7 1.0 0.7 1.81.81.81.8    2.02.02.02.0    0.8 1.0 南部濃い ○ 安定 

11月15日 2.1 3.93.93.93.9    4.84.84.84.8    2.3 1.0 2.8 1.0 2.6 南西・中心薄い ● 不規則 

11月16日 0.5 1.11.11.11.1    0.3 0.3 0.3 0.3 0.4 0.5 北東平野部濃い × 不規則 

11月19日 1.31.31.31.3    0.5 - - 0.3 0.3 0.3 0.6 低地部薄い ○ 安定 

11月20日 4.24.24.24.2    2.92.92.92.9    - - 0.3 0.3 0.5 1.6 低地部薄い ○ 衰弱 

11月21日 3.6 4.2 6.3 4.6 6.7 10.010.010.010.0    4.2 5.6 全般的 ● 安定 

11月22日 3.6 4.2 4.4 4.1 6.7 10.010.010.010.0    5.0 5.3 全般的 ● 安定 

11月23日           安定 

11月24日           － 

11月25日           － 

12 月 2 日 5.0 5.0 - - - - - -  ● 安定 

12 月 3 日 4.6 3.3 5.8 3.4 4.2 5.0 2.3 4.2 中心部薄い ● 安定 

12 月 5 日 3.9 5.3 6.3 5.2 6.7 5.0 5.4 5.3 全般的 ● 安定 

12 月 8 日              安定 

12月19日 0.90.90.90.9    0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.6 北東加茂川沿いのみ ○ 安定 

12月23日                 安定 

12月24日                 安定 

12月25日 0.7 4.54.54.54.5    1.8 1.2 4.54.54.54.5    4.0 4.0 3.1 平野部濃い ● 安定 

12月29日                 衰弱 

※濃度について、「●」は「濃い」、「○」は「並」、「×」は「薄い」を表している。 

※南東平野部について、10 月 26 日までは視界に信憑性がない（濃い目に判定しているおそれがあ

る）ため、参考値とする。 


